
漫画に登場する魅力的なキャラクター（フォント）たち

文字もじMOJI の世界
41．フォント擬人化コメディー漫画『フォント男子！』
高井幸代＊

　2018年 4月 10日（フォントの日）に，（株）
KADOKAWA様より業界初のフォント擬人化コ
メディー漫画『フォント男子！』の連載がスター
トした。弊社から発売されている数多くあるフォ
ントの個性を，それぞれキャラクターの外見や性
格の特徴に落とし込み，彼ら（フォント）が高校
生となって学園生活を送るという漫画である。無
料Web漫画サイト「ヤングエース UP」にて連
載され，誰でも無料で読むことができる。
　本稿をお借りして，この企画の経緯や内容につ
いて紹介しようと思う。

フォント男子！
　モリサワ学園に転入することになった高校 2年
生の男子，主人公「アンチ」ことアンチックAN。
親友の太ゴ B101とも再会し，ゴシックにライバル
心を燃やす同級生のリュウミン，担任教師の正楷
書 CB1先生，学園内ではアイドル的な存在の F7
（エフセブン）と呼ばれる基本 7 書体のメンバー達
……といった様々な個性あふれるフォントに囲まれ
て過ごす，学園生活を描いたストーリーである。
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『フォント男子！』の 1シーン
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フォント男子！誕生のいきさつ
　この異色な企画は業界内でも衝撃的なことだっ
たではないだろうか。モリサワという会社に対し
て “真面目でやや固い ”といった印象を持ってい
る方も少なくないため，連載当初は，あのモリサ
ワがこんな面白いこともやるんだ！といった驚き
の声も多くいただいた。これは大変好意的な意見
だと捉えている。
　この企画が始まったのは，KADOKAWA様か
らのご提案だった。
　漫画家のヴァージニア二等兵先生と当時編集長
の担当の方が，元々フォントが好きだったことが
きっかけで “フォントの擬人化 ”という発想が生
まれ，弊社に相談いただいたというのが最初のス
タート。この企画を聞いた自分は直感的に，面白
い，是非やりたい，と思った。元々漫画やゲーム，
アニメが好きだったということもあるのだが，そ
れだけではない。

　“擬人化 ”という手法は多くの企業がプロモー
ションに使っており，キャラクターが消費者との
掛け橋となってこれまで手の届かなかった層にま
で広く商品（物）が認知されるなど，ポジティブ
な影響を及ぼしている。
　デザイナーや印刷出版業界の人間だけでなく，
一般の幅広い層をターゲットとし，特に若い世代
の方にもリーチしたいと思っていた我々にとって
も，擬人化というのは今の時代にあった効果的な
アプローチ方法だと考えたことも，積極的にプロ
ジェクトを進めた大きな理由のひとつだ。

感性で作られた魅力的なキャラクター
　初めてヴァージニア二等兵先生と打合せをさせ
ていただいたとき，とてもフォントにお詳しいこ
とに驚いた。これは本編を読んでいただければわ
かるのだが，魅力的な擬人化キャラクター達はヴ
ァージニア二等兵先生の感性そのもの。書体の説
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漫画に登場する一コマ

明や歴史，ネーミングエピソードなど漫画に使え
そうなお話は一通りさせていただいたが，次のタ
イミングでキャラクターデザインを提案いただい
たときのその完成度の高さには驚いた。フォント
が好きでなければこうはいかない。
　それぞれのフォントの特徴がキャラクターの魅
力として表現されており，うまく差別化されてい
る。フォント同士の関係性の作り込みも秀逸で，
業界内におけるポジションや歴史的な背景が汲ま
れているなど，フォントを知っている人が読むと
ニヤリとするポイントが多い。
　フォントの特徴や特性を，言葉や文章を使って
説明することに比べ，擬人化というのは一瞬の見
た目で簡単に特徴や雰囲気を視認することができ，
ユーザへよりわかりやすく伝えることができる。
今まで定着していたイメージや概念を変えること
もできるような，新しいアプローチの方法である
と強く感じた。

専門知識も漫画で軽快に解説
　ストーリーは基本的にヴァージニア二等兵先生
が作られており，ところどころに「フォントうん

ちく」も盛り込まれている。「ウエイト」「カーニ
ング」「グリフ」といった業界用語や専門的で少々
マニアックな内容も，軽快なストーリー展開の中
に違和感なくしかもわかりやすく組み込まれてお
り，抵抗がなく読めるのは，さすがプロの漫画家
のテクニックだと感心した。毎話，必ずネームか
ら内容チェックをさせていただきフィードバック
をするのだが，すでに詳細に作り込まれているた
め，情報に見落としが無いか確認するのは毎度楽
しくもありなかなか苦労をした（苦笑）。新しい
ネタを提供するための情報集めでは，自身が改め
て書体の歴史を紐解く良い機会となった。
　当然，ストーリーには漫画ならではの “萌え ”
要素やオタク感も満載で，この漫画を読んだら誰
でもフォントを好きになるのではないかと手前な
がら思う。

キャラクター達の活躍
　連載をスタートにするにあたり，世の中の反応
に不安がなかったわけではないが，お褒めの言葉
をいただくことが多いのもやってよかったと思う
ことだ。
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韓国展示会「G-STAR 2019」で展開した，フォ
ント男子！キャラクターを埋め込んだ AIアプリ

パラスポーツを応援するイベント「ParaFes 2019」でのモリサワブース

文字もじMOJI の世界

　キャラクターを使ったプロモーションとして，
紹介動画やグッズを作ったり，スタンディングパ
ネルを作って巨大なフォトスポットを作ったり，
普段の仕事とは違った観点からアイデアを練り実
行するのは，大変ではあったがやりがいを持って
実行していけたのは，SNSなどを通じて不特定
多数の方々からのリアルな反響が見えたからでも
ある。
　展示会やイベントなどにもキャラクターを展開
させていただいた。異業界のイベントではキャラ
クターをパネルやノベルティにして連れて行き，
彼らに来場客とモリサワの架け橋となってもらっ
たのだが，これが大成功で，女性や子供の反応は
すこぶる良かったことも印象的だった。キャラク
ター化することで「これなんだろう？」と興味を
ひいて親近感がわく。イラストに惹き寄せられて
自然とブースに立ち寄ってきていただき，お客様
との会話のきっかけとなった。擬人化の効果を体
感したことのひとつだ。
　また，それは海外での展示会でも同様で，キャ
ラクターをサイネージやARアプリに組み込みブ
ースで展開したことで，キャラクターという存在
が言葉の垣根を超えて海外の方とのコミュニケー
ションを円滑化してくれた。

　最近では，関西学院中学部の学生達が文化祭で
「フォント男子 !」の研究発表を動画で発表して
くださったり，別の学校の方からは「フォント男
子！と出逢ったことでフォントを好きになった，
フォントを好きになるきっかけをくれて感謝して
います」といった胸が熱くなるようなメールをい
ただくこともあり，とてもありがたく嬉しく思う。
漫画は娯楽だけでなく，若者たちの学びのきっか
けにもなり得るものだと実感し，改めてこの企画
をやって良かったと感じた。

フォントと人の架け橋に
　情報を伝えるための普遍的な存在である文字。
その情報に，印象や発信者の気持ちや想い，表情
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「フォント男子！」①～②表紙　著者：ヴァージニア二等兵（発行：株式会社
KADOKAWA）

印刷技術基本ポイント 印刷技術基本ポイント

「印刷雑誌」編集部[編]
　四六判･64ページ  1,000円＋税

「印刷雑誌」編集部[編]
　四六判･64ページ  1,200円＋税

文字・書体 編

和文を中心に書籍や雑誌をはじめと
した印刷媒体、さらにデジタル機器
の表示まで、文字の基本を解説。

文字の並べ方や行を組むルール、
ページのデザインなどについて、
基本から応用までを解説。 

組版・ページネーション 編

を乗せることができるのがフォントであり，フォ
ントを使い分けることによってより情報伝達がス
ムーズになる。
　世の中の技術の進化とともに，フォントが表示
されるデバイスも多様化し，フォントが持つ役割
も増えている。同時にフォントは専門者が使うも
のでなく，スマホや PC，タブレットなどの中で
誰しもが扱えるものとして，身近な存在となって
いる。これからもっと多くの方に “フォント ”と
いう存在を知っていただき，それらを自在に使い
分けていただくことで，より豊かな生活がおくれ
る世の中になればいいなと思う。
　フォント男子！は 2020年 10月 2日に単行本
2巻が発売された。Web上での連載はいったん
終了となったが，引続きWebにアクセスすれば

＊ TAKAI, Yukiyo
株式会社モリサワ
経営戦略部 広報宣伝課
〒 162-0822
東京都新宿区下宮比町2-27
ytakai@morisawa.co.jp

無料で読むことができるので，
是非多くの方に読んでもらいた
い。また，今後モリサワでも彼
らキャラクター達には大いに活
躍してもらう予定でもある。フ
ォント男子！のキャラクター達
が読者とフォントの架け橋にな
ってくれると良いなと心から願
っている。
　（この企画を担当させていた
だいた経験は自分にとって大
変貴重なものとなった。この
ような機会をご提案いただい
た，ヴァージニア二等兵先生，

KADOKAWA関係者の皆様へ，この場をお借り
して心より感謝申し上げます。） ■

フォント男子！公式サイト
https://promo.kadokawa.co.jp/font-boys/
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